
全商 情報処理検定 

筆記 １級 



ハードウェア・ソフトウェア（１級） 全商 １級 

マザーボード 
•  ＣＰＵや目盛りなどの回路は、マザー
ボードといわれるボードに装着し、コン
ピュータに内蔵されている。  



全商 １級 

ＣＰＵの性能 

•一度に処理できるデータのビット
数を表す。  

•例 32ビットから64ビットへ性能
は向上している 

計算量 

• ＣＰＵの動作速度を表し、単位に
はＧＨｚ（ギガヘルツ）を用いる。 周波数 

ハードウェア・ソフトウェア（１級） 



ハードウェア・ソフトウェア（１級） 全商 １級 

ＢＩＯＳ（バイオス） 
•  パソコンに接続されているハードディスクドライ
ブやCD-ROMなどの周辺装置を制御し、これら

の機器に対する基本的な入出機能をＯＳやアプ
リケーションソフトに対して提供するソフトウェア。 

• マザーボード上の不揮発メモリに記録される。 

パ
ソ
コ
ン
の
起
動 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
の
起
動 

Ｏ
Ｓ
の
起
動 

画
面
表
示 

周辺機器の認
識 

ハードディスク
やCD-ROMの読
み込みの指示 

各種ソフトウェ
アの読み込み 

周辺機器使用
のためのソフト
ウェア読み込み 



全商 １級 

バス 
• ＣＰＵや主記憶装置、入出力装置の間で、デー
タのやりとりをするための共通の伝送路のこと。  

ＣＰＵ 

バ
ス 

ＲＯＭ ＲＡＭ 

フロッピーディスク 

ハードディスク 

ディスプレイ 

プリンタ 

フロッピーディスク 

ハードディスク 
バスの構造 

ＬＡＮボード 

拡張ボード 

ハードウェア・ソフトウェア（１級） 



全商 １級 

バッファメモリ 
• ＣＰＵを効率的に利用するために、入
出力においてデータを一時的に保存し
ておくためのメモリ。   

ＣＰＵ 

バッファ 

プリンタバッファの例 

ハードウェア・ソフトウェア（１級） 



全商 １級 

キャッシュメモリ 
• ＣＰＵと主記憶装置の動作速度の違いを穴埋め
するために、読み込んだデータを一時的に記憶
しておくメモリのこと。   

ＣＰＵ 

主記憶装置 

キャッシュ 
メモリ 

２０～８０ナノ秒 

３００～５００ナノ秒 

ハードウェア・ソフトウェア（１級） 



全商 １級 

ディスクキャッシュ 
• ハードディスクよりメモリの方が高速で呼び出せ
るため、ディスクから頻繁に使われる情報をメモ
リの一部を使用して格納する。   

ディスクキャッシュの領域は，ハードウェアとして持つ場合と、ＯＳがソフトウェアで提供する場合がある。 

メインメモリ 

ハードディスクなど 

ディスク 
キャッシュ 

データをためておく 

ハードウェア・ソフトウェア（１級） 



全商 １級 

ＶＲＡＭ 
• 保存されている画像などのグラフィックスデータを読み
込み、それをディスプレイに表示する動作を同時に行
えるように、２つ以上の入出力チャネルを持ったメモリ
のこと。デュアルポートＲＡＭともいう。   

ＶＲＡＭ 

ビデオチップ 
CPUからイメージデータを受け
取りVRAMにデータを書き込む 

ＤＡＣ 
ディジタル信号をアナログ信号
に変換して画面に表示する。 

ビデオＢＩＯＳ 
画面の初期化や文字の表示を行う 

ハードウェア・ソフトウェア（１級） 



全商 １級 

コンピュータの周辺装置 

•コンピュータが利用できる周辺装置
のこと。 デバイス 

•パソコンにつないだ周辺装置を制御
し、利用できるようにするためのソフト
ウェア。 

デバイスド
ライバ 

パソコンにつながっているものはすべてデバイス 

ハードウェア・ソフトウェア（１級） 



システムの開発と運用（１級） 
全商 １級 

•情報を適切に保存・管理し、業務に合わせて加工処理するた
めの仕組み。コンピュータとネットワーク、ソフトウェアなどに
よって構成され、システムの運用までを含んだ全体的なもの。 

情報処理システム 

• エンドユーザ地震が自主的にコンピュータを利用して業務を
遂行すること。 

ＥＵＣ 
（エンドユーザコンピューティング） 

• コンピュータを扱う専門職ではなく、本来の業務を行いながら
その業務を改善し効率を上げるために情報化を推進する人
のこと。 

ＳＡＤ 
（システムアドミニストレータ） 

• コンピュータシステムを効率よく総合的に最もよい仕組みに
作り上げていくこと。 システム開発 



全商 １級 

• ウォーターフォールモデル 

 上流過程から下流過程へ、水の流れのように段階的に設計を進
めていく方式。   

システム開発の手法（１級） 

基本設計 

外部設計 

内部設計 

プログラミング設計 

プログラミング 

テスト 

保守・管理 

対象となる仕事内容を調査し、問題点を整理する。 

利用者の要求に応じてインターフェースなどの設計をする。 

外部設計をもとに、ユーザの要求を具体的にコンピュータ
に処理させる設計をする。 

要求仕様書にしたがって、具体的なプログラムやデータ
ベースの構造を設計する。 

実際にプログラムに置き換えたり、データベースの構築
などを行う。 

作成したシステムが正しく動く稼働かを確認するためにテ
ストを行う。 

完成したシステムを実際の業務に移行し、運用の段階で
発生した修正などを行う。 



全商 １級 

• プロトタイプモデル 

 試作品（プロトタイプ）を早い段階で、利用者に提供し、
利用者の評価を元に順次変更しながら進めていく方式。   

システム開発の手法（１級） 

要求分析 

プロトタイプ分析 

評価 

設計 

プログラミング 

テスト 

運用・保守 



全商 １級 

• スパイラルモデル 

 基本的なモデルを作成してから、要求定義によって重要度の高
い機能を順番に作成していき、最終的に大きなシステムを完成させ
る方式。ウォーターフォールとプロトタイプの併用型。   

システム開発の手法（１級） 

サブシステム 

サブシステム 

サブシステム 

基本システム 

要求分析 

機能分割 



全商 １級 

• 処理の論理的な構造を見るテスト方法 

テストと保守（１級） 

•１つのモジュール（プログラム）のエ
ラーを抽出するテスト。 

単体テスト 

•モジュール間のインターフェースに関
するエラーを抽出するテスト。 

結合テスト 

•システムの入力処理から出力処理に
至る全体的な流れが正しく機能してい
るかを確認するテスト。 

システムテスト 



全商 １級 

• テストデータから見るテスト方法 

テストと保守（１級） 

•プログラムの内部構造が理
論的に正しく構成されてい
るが内部の流れを確認す
るテスト。 

ホワイトボックステスト 

•ユーザの利用環境を中心
に、内部構造まで踏み込ま
ずに、処理結果が正しく機
能するかを確認するテスト。 

ブラックボックステスト 



全商 １級 

• ランニングコスト 

 機器やシステムの保守・管理に必要な費用のこと。ラン
ニングコストの例には次のようなものがある。 

テストと保守（１級） 

（１）コンピュータシステムの保守点検の料金。 

（２）プリンタの用紙・インク代などの消耗品費 

（３）電気代・インターネットの通信回線使用料金 



全商 １級 

• 現状分析（業務改善） 

 現在の業務がどのような流れで進められている
か、現在どのような問題点があるのか、一つずつ
整理し分析する作業のこと。 

ビジネス分析の手法（１級） 

•ブレーンストーミング 

• ＫＪ法 

•決定表 

•パート図 

• クリティカルパス 

• ＡＢＣ分析 

•パレート図 

• ヒストグラム 

•散布図 

•回帰分析 

分析の手法 



全商 １級 

• ブレーンストーミング 

 グループ内で自由なアイディアを出し合い、多く
の意見を収集する目的で実施される集団発想法。 

 

 

•他人の意見を批判したり判断したりしな
い。 （１）批判の禁止 

•目的から外れていても自由な発言を許
す。 （２）自由な発言 

•多くの意見を出すことを目的とする。 （３）質より量 

•他人のアイディアに新たなアイディアを
加えて発展してもよい。 （４）便乗許可 

ビジネス分析の手法（１級） 



全商 １級 

• ＫＪ法 

 河喜多二郎によって発案されたデータ整理
技法の一つ。頭文字をとってＫＪ法という。 

 

 

•ブレーンストーミングなどで出された意見
をカードに書き出す。 （１）情報収集 

•集めたカードを分類し、同じような内容
はグループ化する。 （２）グループ化 

•グループに名前を付けたり、グループ同
士の関係を図解したりする。 （３）Ａ型図解化 

•図解された意見の全体を文章にしてま
とめる。 （４）Ｂ型文章化 

ビジネス分析の手法（１級） 



全商 １級 

• 決定表（デシジョンテーブル） 

 条件と作業内容を表形式で表したものを決定表という。 

条件表題欄 条件記入欄 

２００ｋｍ未満 Ｙ Ｎ Ｎ Ｙ 

２００ｋｍ以上 Ｎ Ｙ Ｙ Ｎ 

日帰り Ｙ Ｙ Ｎ Ｎ 

宿泊 Ｎ Ｎ Ｙ Ｙ 

手当を支給しない Ｘ － － － 

３，０００円支給する － Ｘ － Ｘ 

５，０００円支給する － － Ｘ － 

宿泊費１０，０００円支給する － － Ｘ Ｘ 

行動標題欄 行動記入欄 

２００ｋｍ以上の出張で日帰りの場合、出張手当3,000円を支給する。 

ビジネス分析の手法（１級） 



全商 １級 

• パート図（ＰＥＲＴ） 

  
作業のスケジュールや日程計画を決定するために用いられる技法。
各作業の流れを矢印で表し、作業の所要日数を線上に記入する。 

１ ２ 

４ ５ 

７ 

６ ３ 

開始 完成 
１日 

３日 
２日 

１日 

２日 
１日 

２日 

１日 ３日 ﾀﾞﾐｰ 
（0日） 

0日 

0日 

１日 

１日 
５日 

６日 

７日 

７日 

９日 

９日 

４日 

４日 

６日 

７日 

最早開始日 
最も早く作業に着手できる日 

最遅開始日 

遅くともこの日までに作業を開
始する日 

クリティカルパス 

ビジネス分析の手法（１級） 



全商 １級 

• ＡＢＣ分析 

 分類項目ごとに数値の大きいものから順に並べ、重点
的に管理する製品を決定する方法のこと。パレート図を
用いて分析する。 

ビジネス分析の手法（１級） 

商品名 売上高 構成比率 累積構成比率 分析 

Ｃ商品 954,000 ２０％ ２０％ Ａ 

Ｅ商品 898,000 １９％ ３９％ Ａ 

G商品 849,500 １８％ ５７％ Ａ 

Ａ商品 564,200 １２％ ６９％ Ａ 

Ｂ商品 458,300 １０％ ７９％ Ｂ 

Ｄ商品 432,000 ９％ ８８％ Ｂ 

Ｆ商品 285,500 ６％ ９４％ Ｃ 

Ｈ商品 265,000 ６％ １００％ Ｃ 

合計 4,706,500 

重点的な管理の製品
（全体の７０％） 

通常の管理の製品 

（累計が全体の７０％～９
０％） 
販売促進や取り扱い中止
も含めた対応策が必要 

（累計が全体の９０％～１０
０％） 



全商 １級 

• パレート図 

 データを大きい順に並べた棒グラフと、構成比率の累計
を示す折れ線グラフ。 

ビジネス分析の手法（１級） 

７０％ 

９０％ 
１００％ 

http://upload.wikimedia.org/wikipedia/ja/9/97/Pareto_graphic_01.png


全商 １級 

• ヒストグラム（度数分布図） 

 データの範囲をいくつかの区間に分けて、各区間に分
けて、各区間のデータ数を集計して、棒グラフに表したも
の。 

ビジネス分析の手法（１級） 

0
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データ区間 

ヒストグラム 

頻度 

データ区間 頻度 

150 5 

200 7 

250 26 

300 40 

350 11 

400 8 

450 5 

500 2 

次の級 0 



全商 １級 

• 散布図 

 ２種類のデータがどのような関係にあるかを見るため
に、一方を縦軸に、他方を横軸にとり、測定データを図上
に表すことで相関関係を分析する方法。 

ビジネス分析の手法（１級） 

Ｘ 

Ｙ 

Ｘが増加するとＹも
増加する。 

Ｘ 

Ｙ 

Ｘが増加するとＹは
減少する。 

Ｘ 

Ｙ 

ＸＹの関係がない状態。 

正の相関図 負の相関図 相関なしの図 



全商 １級 

• 回帰分析 

 ２つの変数間に一定の関係が想像できる
とき、その関係を方程式の形で表現した分
析手法。販売予測やアンケートなどによく利
用される。 

  

ビジネス分析の手法（１級） 

Ｘ 

Ｙ 

ｙ＝ａｘ＋ｂ 



全商 １級 

• 処理装置の性能評価 

   

性能・障害管理（１級） 

• ＣＰＵの動作を一定時間間隔で規則的
に行うための信号をＨｚ（ヘルツ）で表し
たもの。 

• １ＧＨｚは１秒間に１０億回回の周期で動
作することを示す。一般にクロック周波
数が高く、バスの幅が広いほど高速な処
理ができる。 

クロック周波数 

• １秒間に１つの命令を１，０００，０００回
実行できる単位を１ＭＩＰＳと表す。 

• １つの命令の実行時間が２マイクロ秒
の装置の性能は０．５ＭＩＰＳとなる。 

ＭＩＰＳ 



全商 １級 

• システムの性能評価 

   

性能・障害管理（１級） 

•一定時間にコンピュータが行う仕事の量
やデータの通信料を表したもの。 

• １０分間で１０，０００件の会員データを処
理する性能。 

スループット 

•ユーザがデータやプログラムをコン
ピュータに与えてから処理結果を得るま
での時間。バッチ処理の際に使われる
ことが多い。（給料計算など） 

ターンアラウン
ドタイム 

•ユーザが直接コンピュータに指示を与
えてから結果が出始めるまでの時間。 

•ＷｅｂブラウザにＵＲＬを入力してから、
サイトの画面が表示され始めるまでの
時間。 

レスポンスタイム 



全商 １級 

• システムの信頼性の評価 ＲＡＳＩＳ（ラシス） 

   

性能・障害管理（１級） 

• コンピュータが、故障なしに安定して稼働
すること。平均故障間隔（ＭＴＢＦ）を用い
て評価する。 

Ｒ：信頼性 
•システムが稼働していて、処理が正常
に実行できること。稼働率を用いて評価
する。 

Ａ：可用性 
•装置が故障したときに、容易に保守を
実行できること。平均修復時間（ＭＴＴ
Ｒ）を用いて評価する。 

Ｓ：保守性 

•データの内容や項目間に正当性や整合
性が保てること。 Ｉ：保全性 

• システム内の情報を、部外者から
の破壊行為から守ったりプライバ
シーを保護したりすること。 

Ｓ：機密性 



全商 １級 

• ＭＴＢＦ（平均故障間隔）の計算 

• ＭＴＢＦ ＭＴＴＲ 稼働率の計算 

   

性能・障害管理（１級） 

正常動作 
１００時間 

故障１０時間 

正常動作
８０時間 

正常動作
９０時間 

故障８時間 故障１２時間 

１００ ＋ ８０ ＋ ９０ 

３ 

＝ ９０ 



全商 １級 

• ＭＴＴＲ（平均修復時間）の計算 

• ＭＴＢＦ ＭＴＴＲ 稼働率の計算 

   

性能・障害管理（１級） 

正常動作 
１００時間 

故障１０時間 

正常動作
８０時間 

正常動作
９０時間 

故障８時間 故障１２時間 

１０ ＋ ８ ＋ １２ 

３ 

＝ １０ 



全商 １級 

• 稼働率の計算 

• ＭＴＢＦ ＭＴＴＲ 稼働率の計算 

   

性能・障害管理（１級） 

正常動作 
１００時間 

故障１０時間 

正常動作
８０時間 

正常動作
９０時間 

故障８時間 故障１２時間 

稼働率＝ 
ＭＴＢＦ＋ＭＴＴＲ 

ＭＴＢＦ 

９０時間＋１０時間 

９０時間 
＝ ０．９ 



全商 １級 

• システムの結合 

 直列システムの稼働率 

  ２台のコンピュータが同時に稼働状態 
にある場合のみの稼働率を求める。１台が
故障すると、システム全体が稼働しなくなる。 

性能・障害管理（１級） 

Ａ  
０．６ 

Ｂ  
０．７ 

同時に稼働状態→０．６×０．７＝０．４２ 



• システムの結合 

 並列システムの稼働率 

  ２台のコンピュータのうちどちらか１台が稼働状
態にあればよいので、稼働率があがる。計算は２
台が同時に故障する確率をもとめる。 

全商 １級 性能・障害管理（１級） 

１－０．１２＝０．８８ 

Ａ  
０．６ 

Ｂ  
０．７ 

２台が同時に故障する確率 
→（１－０．６）×（１－０．７）＝０．１２ 



全商 １級 

• コンピュータや周辺機器においては、障害
が起こらないとはあり得ない。こうしたこと
から、障害が発生することを前提に開発さ
れた技術がある。 

システムの障害対策技術（１級） 

• 安価な磁気ディスク装置を複数
台用いて高速・大容量で信頼性
の高いシステムを構築する技術
のこと。 

ＲＡＩＤ（レイド） 

• 停電時に、一定の時間、電力を
確保するための外部電源装置の
こと。 

ＵＰＳ 

（無停電電源装置） 



全商 １級 

• ＬＡＮの形態 

通信ネットワーク（１級） 

• コンピュータ同士が対等の関係
にあり、資源や機能を互いに利
用し合うシステム構成。 

ピアツーピア 

• 複数台のコンピュータに対し、それぞれサーバ
（サービスの提供者）とクライアント（サービスの
依頼者）という役割を与え、処理を分散するシ
ステム構成。 

クライアントサー
バーシステム 

• 接続の形態で分けて、呼ぶこともある。 

• バス型、リング型、スター型などがある。 



全商 １級 

• ピアツーピア 

通信ネットワーク（１級） 

対等 

ファイルサーバ プリンタ 



全商 １級 

• クライアントサーバ 

通信ネットワーク（１級） 

サーバ 

プリンタ 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

サ
ー
ビ
ス
の
要
求 



全商 １級 

• ネットワーク接続のための機器 

通信ネットワーク（１級） 

•パソコンなどの機器をネットワークに
接続するための拡張カード。 ＮＩＣ 

•ポートと呼ばれる通信ケーブルの差し込み口を複
数子持ち、ケーブルの中継や分岐に用いられる集
線装置。 

ハブ 
• 複数のネットワークの境界に設置され、ＩＰアドレスを用いて、
パケットが正しい相手に送られるように最適な経路を選択
（ルーティング）したり、適切なパケット並みを中継し強化の
ないパケットを破棄（パケットフィルタリング） 

ルータ 

• 異なるプロトコルを使用するネットワーク同士を接続する装
置。実際にはソフトウェアの機能により、実現することが多
い。 

ゲートウェイ 



全商 １級 

• ネットワーク接続機器の識別方法 

通信ネットワーク（１級） 

• ＮＩＣなど、ネットワークに接続するための各機
器に、製造メーカーによって付けられている
固有の（世界で一つの）番号。 

ＭＡＣアドレス 

• インターネットに接続されたコンピュータを識
別するため、各コンピュータに割り振られた
番号。インターネット上での住所に当たる。 

ＩＰアドレス 

• インターネットで使用差あれる固有のＩ
Ｐアドレス。重複しないよう、世界規模
で管理されている。 

グローバル 

ＩＰアドレス 

• ＬＡＮなどの閉じられたネットワーク内
でのみ利用できる.独自のＩＰアドレス。 

プライベート 

ＩＰアドレス 



全商 １級 

• ネットワーク接続機器の識別方法 

通信ネットワーク（１級） 

• ＩＰアドレスを、サブネットを識別
するネットワークアドレスと、コン
ピュータを識別するホストアドレ
スに分割するための数値。 

サブネットマスク 

•ネットワークごとに付けられ
た番号。 

ネットワーク
アドレス 

•各ネットワーク内の機器に
割り振られた番号。 

ホストアドレス 



全商 １級 

• 資源の共有 

通信ネットワーク（１級） 

• データのバックアップや共有
を目的に、クライアントの作成
したデータを保存するサーバ。 

ファイルサーバ 

• クライアントからの要求に応じ
て、データベースのデータに
対して検索・更新・削除などの
操作を行うサーバ。 

データベース
サーバ 

•各ネットワーク内の機器
に割り振られた番号。 

プリントサーバ 


